


・Blue Cross Blue Shield of Massachusetts
・BlueKai
・Catalina Marketing
・Con-way Freight
・DataLogix
・Epsilon（Alliance Data Company）
・interCLICK
・IntercontinentalExchange
・株式会社日本医療データセンター
・Kelley Blue Book
・Marshfield Clinic および Marshfield Clinic Research Foundation
・MediaMath
・MetroPCS
・株式会社マイクロアド
・MyLife.com
・NYSE Euronext
・Pacific Northwest National Laboratory
・Premier, Inc.
・Safeway
・The Nielsen Company
・Wind Telecom

IBM Netezza TwinFin のリリース発表から 1 年を経ないうちに、以下にご紹介するような
100 社を超えるお客様がアプライアンスを採用しました。
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Netezza は、大量データの検索および分析を目的として設計されています。弊社の革新的なデータウェ
アハウス・アプライアンスは、市場に大きな衝撃を与えました。より簡単かつ低コストでデータを利用す
ることを望むお客様の多くが Oracle から Netezza にデータウェアハウスを移行 しました。Oracle は
数年前から Exadata を市場に提供しています。この製品は、TwinFin が持つすべての機能を備え、さら
にオンライン・トランザクションも処理するマシンとして紹介されていますが、Exadata の本来の長所
は、Oracle ユーザのオンライン・トランザクション処理（OLTP）システムを簡易化し、コストを削減
することにあります。複数のシステムを統合し、重複を取り除いたうえで、単一でスケーラブルな高パ
フォーマンス OLTP 環境によって複雑さを解消することに貢献はしますが、企業が分析データベースを
Exadata に統合しようとすると、これらの利点が失われてしまいます。Netezza には、Oracle ユーザ
に付加価値を提供してきた実績があります。現在、200 を超える企業が Oracle  OLTP データベースか
ら分析ワークロードを取り除くことに Netezza を活用しています。

データウェアハウス・プラットフォームとしての Exadata および TwinFin に関するこの調査は、
Netezza の率直な見解に基づいて記載されていますが、信頼性を確保するために Bloor Research 社の
調査担当重役 Philip Howard 氏、および Monash Research 社の社長 Curt Monash 氏のアドバイス
を受けています。

革新性を実現するためには、異なる方法で思考、行動することが必要となり、その結果新しいアプローチ
によって問題を解決することができるのです。Netezza は、データウェアハウスに対するお客様のニー
ズおよび要望にのみ焦点を当てています。TwinFin は、お客様のデータウェアハウス・クエリのパフォー
マンスを大幅に高めるだけではなく、お客様に簡易性を提供しています。SQL および Linux の基礎知識
を持つユーザなら誰でも、ダイナミックに変化するワークロードの中で一貫性のあるサービス・レベルを
維持するために必要ないくつかの管理タスクを実行するスキルを既に習得しています。簡易性と高いパ
フォーマンスを兼ね備えた TwinFin により、お客様は、データウェアハウスの実装および管理コストを
削減することができます。そしてより重要なことは、Netezza TwinFin で分析アプリケーションを展開
することで以前には実現しないと思われていた新たなビジネス価値が得られることです。

「Netezza と Teradata は、Exadata の着想のきっかけになりました。当社で
は、これをきっかけにハードウェア事業に携わり、参入することになりました。
両社に感謝します。」と 2010 年 1 月 27 日の談話で Larry Ellison 氏は語っ
ています。

はじめに�
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「Netezza と Teradata は Exadata の着想のきっかけとなりました。」と 2010 年 1 月 27 日 の談話
で Larry Ellison 氏は語っています。「当社では、これをきっかけにハードウェア事業に参入することに
なりました。両社に感謝します。」1 Larry Ellison 氏はいつものような才気ある発言の中に、重大なポ
イントが秘められていました。最も優れたものだけが Oracle の目に留まります。Exadata は、Oracle
の戦略的な方向性を表しており、Sun の超並列ストレージ・システムと組み合わせた OLTP データベー
ス管理システムを採用しています。Oracle は、オンライン・トランザクションおよび分析クエリの両処
理について非常に高いパフォーマンスを実現することを公約に Exadata V2 をリリースしました。
OLTP における Oracle の優位性は既知の事実です。しかし、データウェアハウスおよび分析処理におい
ては、ソフトウェアおよびハードウェアに対する要求が OLTP とは大きく異なります。Exadata のデー
タウェアハウスとしての能力は、特にその簡易性と価値について、調査を必要とします。

このホワイト・ペーパーではまず、オンライン・トランザクションの処理とデータウェアハウスのクエリ
および分析処理の相違について説明します。次に、クエリのパフォーマンス、操作の簡易性、および価値
の視点から Exadata および TwinFin について議論します。

ここでは、データベース管理システムの機能に関するこれまでの観念をいったん脇に置き、データベース
周辺の作業負荷を削減し、より良い結果を得るという視点でお考え下さい。

注意：Netezza は、Exadata マシンに直接アクセスしていません。弊社では幸いにして、両方の技術を
評価し、TwinFin を選択した多くの企業から詳細なフィードバックを得ています。Oracle の規模、およ
び Exadata に対する力の入れ方を考慮すると、Exadata について公開されている情報は意外にも不足
しています。Oracle により引用されている使用事例は、ほとんど議論の対象にならず、業界内でも
Information Week などが懸念を示しています。本文書2 では、オープン性の趣旨において提供していま
す。不正確と思われる記載があった場合、それらは意図したものではない事を予めご了承ください。

...より良い結果を得るために作業負荷を削減し、
より良い結果を得るという視点でお考え下さい。

Orac l e  E xada t a と Ne t e z z a  Tw i n F i n の比較 5ページ

1 http://oracle.com.edgesuite.net/ivt/4000/8104/9238/12652/lobby_external_flash_clean_480x360/default.htm

2 http://www.informationweek.com/news/business_intelligence/warehouses/showArticle.jhtml?articleID=225702836&cid=RSSfeed_IWK_News



OLTP システムは、多数の短いトランザクションを実行します。各トランザクションは小さく、1 件また
は数件のレコードに制限されており、予測可能であるために多くの場合にデータがキャッシュされていま
す。OLTP システムでは大量のデータベース・クエリが処理されますが、その焦点は現在のデータセット
への書き込み（UPDATE、INSERT、および DELETE）にあります。こうしたシステムは一般的に、た
とえば当座預金口座の現在の残高の管理など、ビジネスプロセスまたは機能に固有のものです。このデー
タは一般に、第三正規形（3NF）で構造化されます。OLTP システムのトランザクション・タイプは安定
しており、そのデータ要件は十分に理解されています。したがって、インデックスなどの 2 次データ構
造により、処理のためにレコードをメモリに転送する前に、ディスク上でレコードを有効に検索できます。

それに対してデータウェアハウス・システムは、現在および過去のデータセットに対して極端に重いデー
タベースの読み取り（SELECT）処理に特徴があります。OLTP 処理でアクセスするレコードは少数です
が、データウェアハウス・クエリでは 10 億行ものテーブルをスキャンし、そのレコードを複数の他テー
ブルのレコードに結合することがあります。さらに、ビジネス・ユーザがウェアハウス内のデータを対象
に実行するクエリを予測できません。そのためキャッシュおよびインデックスの価値の有効性を低下させ
るのです。ウェアハウス内のデータの構造化については 3NF から、スター・スキーマやスノーフレー
ク・スキーマなどの次元モデルに至るまで、広範に選択できます。

一般的なウェアハウスへ格納／ロードされるデータは、特定のビジネス・プロセスのニーズに合わせて構
造化されています。データはウェアハウスにロードされる前に、最適化、重複の除外、および統合を行い
ます。

この文書では、第 1 世代または第 2 世代のいずれかとしてデータウェアハウスを分類します。この分類
は最も入念な調査に基づくものではありませんが、弊社のお客様がデータからより多くの価値を取得する
プロセスを進化させる上でとった道のりを反映しています。

第 1 世代のデータウェアハウスでは一般的に、夜間にロードが行われます。SQL に基づくさほど変更頻
度の高くないレポートおよびダッシュボードにより、企業に情報を提供するものです。こうした単純な
ウェアハウスは、OLTP システムに若干類似しており、そのワークロードとデータ要件は事前に把握さ
れ、安定しているので、企業では OLTP と同種のデータベース管理製品を採用することも少なくありま
せん。

こうした製品では、データベース管理者が各レポートのデータ要件を分析し、データ取得を迅速化するた
めにインデックスを構築することが日常化しています。ウェアハウス内のデータ量がトランザクション・
システムで一般的に管理されるデータ量を超えるまで、OLTP の技術および手法をうまく利用できるよう
に思われます。
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オンライン・トランザクション処理
（OLTP）とデータウェアハウス�



今世紀に入り、企業および公共機関は通常、1 年につき 30 ～ 50% のデータ増加が見込まれています。
OLTP の世界で成功する技術および手順は、データウェアハウスにはますます該当しないことがわかりま
す。データ取得を支援するためのインデックスは、その典型的な例です。データベース・システムがデー
タをロードするジョブを処理するときは、複数のインデックスの更新も行っています。データ量が大きい
場合、プロセスが非常に低速になり、ロード・ジョブに割り当てられた処理ウィンドウを超過します。作
業時間が長時間かかるうえに、技術チームはビジネス・チームとの間で取り決められたサービス・レベル
を維持できないことになります。レポートおよびデータが使用可能になるまでビジネス部門は待機しなく
てはならないので、生産性が低下します。

今、企業にとってデータを如何に利用するかが急務であり、多くの企業がどう利用すべきかを再定義して
います。この文書では、こうした発展を第 2 世代データウェアハウスと呼びます。大量のデータセット
を容易に管理できるこうした新しいウェアハウスは、企業の記憶装置として役立ちます。照会時には、昨
年以前に記録されたイベントが呼び出されます。こうした記憶装置としてのウェアハウスにより、予測分
析アプリケーションの精度が向上します。夜間のバッチによるデータロードは小刻みで連続的なデータ
ロード処理に代替されています。これにより、イベントの記録とその分析の間に発生する遅延が縮小し
ます。これは、日々数百万のイベントが発生している状況下では画期的な改善となります。ウェアハウス
では、レポートおよびダッシュボードにデータを供給する単純な SQL だけでなく、線型回帰、単純ベ
イズ、その他の高度分析数学アルゴリズムを処理します。たとえば、150 店舗を有する小売業で、ある
時期に 5 つの店舗のみで、利益率の高い製品の販売が突然上昇した場合に、その小売業者はどういう理
由で何が起きたかを理解する必要があります。これが理解できると、150 箇所の店舗すべてで、同様の
営業活動を促すための戦略が得られます。ウェアハウス・システムでは、日常の定型レポートおよびダッ
シュボードを中断することなく、こうした突発的なデータ需要に対応できる必要があります。ビジネス・
ユーザは、適時、適切な方法でデータを自由に利用できることを必要としています。彼らの即時性に対す
る要求は、管理者のチューニング作業に依存するパフォーマンス改善では満たせないのです。

OLTP の世界で通用してきた技術および手法は、
データウェアハウスの領域では

ますます適用が難しくなって
きていることがわかっています...
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これらのテラバイトやペタバイトのデータボリュームを分析するには、多数の処理ノードにデータを分散
させ、各処理ノードでグリッド内の他ノードと並列に（分散により少量となった）データ・セットを分析
する必要があります。常に変化するワークロードの下で、高速で一貫性のあるクエリ・パフォーマンスを
維持できるウェアハウスは、貴重な分析結果を提供し、データ駆動型の意志決定の採用を促す新しいクラ
スのアプリケーションを実現します。

Oracle Exadata によるクエリのパフォーマンス
Sun を買収した Oracle は、Netezza が 10 年前に到達した結論に至りました。つまり、すべてのパー
ツ、ソフトウェア、およびハードウェアが目的に合わせて最適化されている場合に、データウェアハウ
ス・システムの有効性は最も高まるということです。Exadata は、高速ネットワークにより接続する 2
つのサブシステムから成ります。これは、InfiniBand により、Real Application Clusters（RAC）を
備える Oracle Database 11g V2 と通信するスマート・ストレージ・システムです。Oracle のフル
ラック・システムには、Exadata セルと呼ばれる 14 台のストレージ・サーバから成るストレージ層が
含まれます。超並列処理（MPP）グリッド内で、8 つの対称多重処理ノードから成る共有ディスク・ク
ラスタとして実行する Oracle RAC データベースが搭載されています。

Oracle RAC ではダウンストリーム処理を実行するため、ネットワークに結果データセットを送信します
が、その前に必要な列や行の絞り込み、また簡単な統合を行うスマートスキャン3と呼ばれる処理を
Exadata ストレージ層で実行します。ただし、データが Exadata の MPP 層で処理されるかどうかは、
データの保存に使用されるテーブルのタイプ、データがウェアハウスに格納された時期、および後述する
その他の要因を含めて、多くの要因に左右されます。

Sun を買収したことによりOracle は、Netezza が
10 年前に到達した結論に至りました。
つまり、すべてのパーツ、ソフトウェア、

およびハードウェアが目的に合わせて最適化されている
場合に、データウェアハウス・システム
の有効性は最も高まるということです。
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たとえば、索引構成表（IOT: index-organized table）と呼ばれる Oracle 構造で管理されたデータは、
スマート・スキャンにより処理されません。『Oracle� Database Concepts 11g Release 2（11.2）』
（2010 年 2 月）の 3 ～ 20 ページに、「関連するデータをまとめて保存する必要がある場合、または
データを物理的に特定の順序で保存する必要がある場合に索引構成表は有効です。この種類のテーブルは、
参照、空間、および OLAP アプリケーションでよく使用されます。」と推奨されています。『Oracle�
Database Administrator's Guide 11g Release 2（11.2）』（2010 年 2 月）の 19 ～ 53 ページ
では、「索引構成表は、アプリケーション固有のインデックス構造をモデル化する場合に適しています。
たとえば、テキスト、イメージ、およびオーディオ・データを含むコンテンツベースの参照アプリケー
ションは、索引表を使用して有効にモデル化できる逆インデックスを必要とします。」と記載されていま
す。たとえば Netezza では Levenshtein 編集距離アルゴリズムは、マーケティング・キャンペーンで
の名前および住所データの整理から、国家安全保障機関による関税手続データに記載された関係者名の
調査時に実施される複雑なテキスト分析に至るまで、さまざまなアプリケーションで非常に有効なので、
こうした第 ２ 世代のデータウェアハウス・アプリケーションを Netezza ユーザは TwinFin で実行して
います。Oracle のアドバイスに従い、索引表 でテキスト、イメージ、オーディオ、および空間データを
管理する企業では、Exadata がデータに対する超並列処理の能力を十分に発揮できないために、アプリ
ケーションの実行がうまくゆかないでしょう。

SMP サーバ上の OLTP データベースを活用した第 1 世代のウェアハウスは、ビジネスからの要求、特に
複雑なクエリ処理の実行に応えることができませんでした。オペレーショナル・データ・ストア（ODS）は、
この欠点を補うために発案された構造です。複数の業務システムにより定期的に更新される ODS は、
データを統合し、トランザクション・サービスおよび分析サービスをアプリケーションに提供します。
MPP アーキテクチャを実行する第 2 世代ウェアハウスにより、企業はオペレーショナル・データ・スト
アをウェアハウスに統合することが出来ます。Exadata では、単一のアクティブ・トランザクション
（挿入、更新、削除）を含むブロックにスマート・スキャンの能力を活用できないにも関わらず、
Exadata ブロックには、多数のレコードが含まれます。このような Oracle の構造的なねじれは、ODS
として Exadata を検討することを困難にします。

Oracle はデータベースの最新リリースで 511 の関数を提供していますが、Exadata の MPP ストレー
ジ層で処理できるのはそのうちの 319 のみです。スマートスキャンの条件は、関数の述語にも拡大され
ます。たとえば Exadata は、datetime 関数を含む以下の構文を実行することができません。

months_between(d,sysdate) = 0、months_between(d,current_date) = 0、または
months_between(d,to_date(�01-01-2010?,�DD-MM-YYYY�)) = 0。4
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Exadata のストレージ層は、1 つの大きなテーブルと、1 つの小さなテーブルの間の単純結合を実装す
るためのブルーム・フィルタを提供していますが、さらに複雑な結合については、MPP では処理できま
せん。しかし分析クエリでは一般に、Exadata によりサポートされる以上のより複雑な結合を必要とし
ます。店舗の売上金額に関する分析を必要とする英国の国際的な小売業者についての簡単な例で考えてみ
ましょう。この単純な SQL クエリは、3 つのテーブル（sales、currency、および stores）の結合を
必要とします。
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Exadata は、MPP 層内でこの 3 つのテーブル結合の処理ができないために Oracle RAC へのネット
ワークを介して計算を行います。そのため必要なすべてのデータは非効率的に移動をすることになります。

ユーザ定義関数（UDF）は、第 2 世代ウェアハウスにおける中心的な役割を果たします。UDF は、SQL
を超えてクエリ機能を拡張し、埋め込み型分析処理を可能にします。Exadata は、MPP 内で UDF を処理
できないので、その処理はOracle RAC で実行する必要があります。しかしOLTP データベースは、大き
なデータセットを分析するように設計されていないため、それは不可能なのです。

Exadata のストレージ層は、distinct 集約を処理できません。これは、単純なレポートであっても、分析
クエリで頻繁に使用されるレポートであっても同じです。

EXADATA スマート・スキャン処理
スマート・スキャンの制限
スマート・スキャンは常に全ての処理に対して実行される
わけではありません。Exadata の MPP ストレージ層で
は、インデックス構成テーブル（テキスト、イメージ、オー
ディオ、および空間データに対して Oracle により推奨さ
れています）、アクティブ・トランザクション（INSERT、
UPDATE、DELETE）を含むデータ・ブロック、複数の
テーブルにわたる SQL 結合または 2 つのテーブルにわ
たる複雑な結合、Oracle の 511 個のデータベース関数
のうちの 192 個、ユーザ定義関数、または単純なレポー
トで頻繁に使用される個別の集約を処理できません。

十分に利用されていない MPP
Exadata のエンジニアリングでは、MPP アーキテ
クチャを十分に利用していません。データベース管
理がストレージ層に十分に統合されていないことは、
MPP グリッド内のハードウェアの活用度が低いとい
うことを意味します。

1 回の通話で 200
ドル以上を費やす
顧客の ID を選択

スマート・スキャンに
より構築されセルに
送信される

2MB のデータが
サーバに返される

スマート・スキャンに
より要求に一致する
テラバイト・テーブル内
の行および列を識別

すべてのセルから
ビルドされた結果
を統合

行が返される
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Exadata ストレージ・サーバは、相互に通信できません。したがって、すべての通信は InfiniBand ネッ
トワーク経由で Oracle RAC を介して実施されます。ストレージからデータベースに小さなデータセッ
トを移動させ 1 件または数件のレコードのみ扱うトランザクションを満足させることができるアーキテ
クチャは、オンライン・トランザクション処理で有効です。非常に大きなデータセットを分析する場合、
ストレージとデータベース層の間で大量のデータ移動が発生し、クエリのパフォーマンスに悪影響が生じ
ます。

Oracle は、TwinFin に対する優位点として 40 Gb/秒スイッチ InfiniBand の採用を挙げていますが、
現実には Exadata ではシステムのバランスが取れていないため、非効率な処理が発生して結果的にこの
高価なネットワークが必要となるのです。Exadata ストレージ・サーバの処理範囲があまりにも小さい
ため、必要以上のデータがネットワークを通じてダウンストリームに送信され、大部分の処理が Oracle
RAC で実行されます。

高ネットワーク・トラフィック
Exadata Storage Server
の相互の通信は、 Infiniband 
ネットワークを使用して、直接
ではなく、必ず Oracle RAC 
を経由します。

共有ディスク・アーキテクチャ
Exadata のデータベース層
は、クラスタ化された共有ディ
スク・アーキテクチャとして
RAC を備える Oracle11g 
V2 を実行し、データベースが
処理するデータ量、およびそ
の同時実行クエリ数を抑制し
ています。 管理面のオーバーヘッド

管理者は、パーティション、
ファイル、テーブル領域、お
よびブロック/範囲のサイズ
により、データ配信を設計お
よび定義します。

分析の制限
Exadata セルは、 Distinct 
集約（一般的に単純なレポート
で使用）、複雑な結合、または
分析機能（分析アプリケーショ
ンで使用）を処理しません。

パフォーマンスのボトルネック
Exadata のストレージ層は、イ
ンデックス構成テーブルに対す
る制限を処理しません。こうし
たレコードはすべて、データ
ベース・サーバに読み込まれて
処理されます。

クラスタ化
データベース・
サーバ

広帯域
幅相互
接続

超並列
ストレージ

データ集約的な処理

データ集約的な処理

データ集約的な処理

データ集約的な処理

計算集約的な処理

計算集約的な処理

計算集約的な処理

5.3 TB Sunfire フラッシュ・キャッシュ



Exadata のストレージ層内の各ディスクは、Oracle RAC を実行するグリッド内のすべてのノードによ
り共有されます。この共有のストレージは、あるノードにより更新されている間に、別のノードにより
ページが読み取られる危険性があります。これに対処するために、Oracle ではノード間の調整を強制し
ています。各ノードは、競合を防ぐためにそのピアのディスク処理をチェックします。Oracle 技術者は、
この処理をブロック PING と呼んでいます。各ノードがそのピアのディスク処理をチェックするために消
費されるか、または別のノードが処理を完了するまで無為に待機するために、消費する計算サイクルが無
駄になります。この仕組みは OLTP に役立ちますが、Netezza のようなデータウェアハウスのために専
用に設計されたデータベースでは、こうしたサイクルもクエリの処理、データのマイニング、分析の実行
のために使用され、無駄にはなりません。

株式市場のセクター内の相関を識別するために株式取引データを分析することに興味を持つ企業の例を
とってみてみましょう。このアルゴリズムでは、スピアマンの順位相関係数（スピアマンの rho）を計算
し、2 つの変数間の関係をどの程度うまく記述できるかを評価することにより 2 つの変数間の統計的な
依存性を測定します。この分析により、特定の株式が 1 ～ 10 分のウィンドウ内で同じ市場セクタの他
の株式の動向に影響を及ぼすかどうかについて、貴重な考察が得られます。大きなデータセット（市場
データおよび日次取引の長い履歴）を市場の動向としてその過去の記録に照らして分析する必要がありま
す。この分析では、調査中の株式の出来高加重平均価格と前日終値からの利益を計算すると同時に、セク
タ内の全株式間のデカルト結合を必要とします。この結果は、期間内の各株式の組み合わせに対する母共
分散および標準偏差を計算するスピアマンの順位相関係関数に渡されます。テスト開始から数時間経過後、
ユーザは Oracle 10g からの回答がまだ得られていませんでした。この低いパフォーマンスにより、最大
10 分のウィンドウを課すビジネス・ケースでの技術としては除外されることになりました。

Exadata Oracle 11gR2 は、MPP ストレージ・システムおよび高速ネットワークと組み合わせて使用
されます。しかしスマート・スキャンでは、この分析プロセスの最初の手順であるデカルト結合を処理で
きず、まったく効果は期待できません。Exadata は、ネットワーク上ですべてのレコードを Oracle
RAC に送信します。この場合の問題は、Oracle RAC は Oracle 10g よりもどの程度効率的であるか
ということです。Oracle は、アルゴリズムの処理時に、一時データセットを作成および管理し、それを
ストレージ用メモリに書き込む必要があります。Exadata のフラッシュ・キャッシュはこの場合多少の
助けになるかもしれませんが、データセットのサイズおよびアルゴリズムが複雑であるため、データベー
ス・プロセスでディスクへの書き込みが強制的に行われます。Oracle RAC からのこのフローは、MPP
ストレージ層からさかのぼってくるデータのために依然として滞っているネットワーク経由で戻され、既
に高い負担がかかっている Oracle RAC で処理されるまでキュー内で未処理のまま待機します。
Exadata のサーバと共有ディスク間のネットワーク接続がボトルネックになります。つまり、OLTP
データベースとして設計された Oracle RAC がボトルネックになってしまうのです。
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データウェアハウスにおける、Exadata の MPP ストレージ層の役割は、演算子レベルのフィルタ
（SQL ステートメントの "where" 句に基づく行レベルの制限、および "select" 句に基づく列レベルのプ
ロジェクション）の実行と、そのスキャン時にディスク上で保存された圧縮データを解凍する CPU 能力
の提供に限られます。また、Exadata の MPP 層内での処理は条件付きであり、管理者がシステムの複
雑さと真剣に向き合う必要が出てきます。残されたウェアハウスとデータ分析の中で最も負荷が大きい処
理である複雑な結合、集約、およびフィルタ・ロジックが、Oracle 11g RAC を実行するクラスタ化
SMP 上で実行されます。すなわち、すべての Exadata ノードから戻されたデータを処理しなければい
けないのです。Exadata は、複数の OLTP システムを単一のプラットフォームに統合することを検討し
ている CIO に、興味深い機会を提供しています。単純なクエリを除くほとんどのクエリについて、
Exadata はストレージ層からデータベース層に大きなデータセットを移動する必要があり、近代的な
データウェアハウス・プラットフォームとして、その適合性に疑問符が付きます。

Netezza TwinFin によるクエリのパフォーマンス
TwinFin は、データウェアハウス・プラットフォームとしてゼロから設計されました。Netezza は、非
対称型超並列処理（AMPP）アーキテクチャを使用しています。対称型マルチプロセッシング・ホストは
超並列処理ノードのグリッドに接続されています。TwinFin は、データの検索や分析の重い負荷に対処す
るためにこの MPP グリッドを活用します。

TwinFin のグリッド内のノードは、マルチコア・プロセッサ（CPU）を含む独立したサーバで、
S-Blade（スニペット・ブレード）と呼ばれています。各 CPU は、デュアルコアのフィールド・プログ
ラマブル・ゲート・アレイ（FPGA）および数ギガバイトのランダム・アクセス・メモリと組み合わせて
使用されます。CPU がそれぞれ個別のメモリを持つので、常に排他的にデータ分析処理が行われます。
Oracle RAC 内で起こるブロック ping により発生する他のノードの追跡処理による干渉を受けません。

単純なクエリを除くほとんどのクエリ
について、Exadata はストレージ層から

データベース層に大きなデータセットを移動する必要があり、
近代的なデータウェアハウスのための

プラットフォームとしては、その適合性に疑問符が付きます。

5 TwinFin は、冗長化用に 2 つの SMP ホストを持ちますが、常に一方のみがアクティブです。



FPGA は、あらゆる論理関数を実装するためのプログラミング可能な内部ゲートを装備する半導体チッ
プであり、ストリーミング処理タスクで特に効率的に機能します。FPGA は、Netezza のほかでは、デジ
タル信号処理、医療用画像診断、音声認識などのアプリケーションに利用されています。Netezza は、
データが CPU に到達する前にデータ処理を高速化するために、アプライアンスの FPGA 内にソフト
ウェア・マシンを構築しました。Oracle では各 Exadata ラック内に 14 台の 8 ウェイ・ストレージ・
サーバを占有していますが、これは Netezza のブレード・サーバ内に組み込まれた 48 基の FPGA の
パフォーマンスよりも劣るものです。各 FPGA は、わずか 1 インチ平方のチップであり低い消費電力と
発熱で非常に有効な処理を実現します。
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ディスク・エンクロージャ S-Blades
ネットワーク・
ファブリック

FPGA CPU

メモリ

FPGA CPU

メモリ

FPGA CPU

メモリ

ホスト

ローダ

ETL

BI

高度な
分析

Netezza アプライアンス アプリケーション

Netezza TwinFin の AMPP アーキテクチャ

Netezza は、欠点の判明している
古いシステムを採用していません。

新しいよりスマートなストレージ層により
バランスを図っています。TwinFin は、データ

ウェアハウスのために最適化された
プラットフォームとして設計されています。



Netezza の MPP グリッドを経由する相互ノード通信は、カスタマイズされた IP ベースのプロトコルを
実行するネットワーク上で行われます。これは、全帯域幅を十分に活用し、継続する大量のネットワー
ク・トラフィックが発生している状況下であっても遅延を回避します。このネットワークは 1000 を超
えるノードにまで対応するように最適化されており、また各ノードが他のノードへの大量のデータ転送を
同時に実行できます。こうした転送処理により、データウェアハウスおよび高度分析を処理する典型的な
タスクの効率が大幅に高まります。TwinFin の MPP アーキテクチャの利点は高度な分析を必要とする複
雑な計算アルゴリズムでも同様に適用されます。前世代の技術では、アプリケーション処理がデータベー
ス処理から物理的に分離され、大量のデータセットはウェアハウスから分析処理プラットフォームに転送
された後で再返却されるので、非効率でありその上制約が生じます。Netezza は、データに物理的に近
い各 CPU でアルゴリズムを実行する MPP グリッドに高度分析の負荷の高い計算処理を任せることで、
データ移動を最小限に抑え、パフォーマンスを高めています。このアルゴリズムでは、データ処理のほと
んどが Netezza の MPP グリッド・ノード上で実行できるという利点が得られ、それほどスケーラブル
でないクラスタ化システムに課された制約から解放されます。

TwinFin は、スピアマンの順位相関係数の計算、つまり真のデータセットに対する実際のワークロードに
おいて、真のMPP アーキテクチャがどのように優れているかを実証しています。ユーザは、大量の取引
データを TwinFin にロードし、連続的な少量データをリアルタイム市場からウェアハウスに送ります。
TwinFin は、すべてのハードウェアおよびソフトウェア・リソースを使用して、クエリの各ステップを並
列実行します。Netezza のインテリジェント・ストレージでは、該当する市場セクタで必要とされる行
のみを選択し、評価に必要な列のみをプロジェクションします。結合の結果は、TwinFin がそのMPP グ
リッド内の各プロセッサにより統計分析実装コードに基づいてストリーミング処理され、各プロセッサで
複雑な計算が並列処理されます。MPP グリッド内の各ノードからの結果は、最終アセンブリのために
ネットワーク経由でホストに返され、要求元のアプリケーションに戻されます。TwinFin は、企業の 10
分間のウィンドウ内に十分に収まるように分析を数分で完了した後、市場が開いている限り、また企業で
ダイナミックな市場のさまざまな株式の動向を評価することを希望する限り、随時に分析を実行すること
を可能とします。スピアマンの順位相関係数は、金融サービス業界に限らず、計量経済学、品質管理、生命
情報工学、およびマーケティングに従事する統計の専門家にとって重要です。

Netezza は、欠点が判明している古いシステムを採用し、単に新しい多少スマートなストレージ層によ
りバランスを図っている訳ではありません。TwinFin は、データウェアハウスのために最適化されたプ
ラットフォームとして設計されています。TwinFin は、無条件ですべてのクエリを超並列グリッド内の全
ノードを使って実行し、十分なパフォーマンスを提供することで、プログラマ、管理者、およびユーザの
作業を容易にします。
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Oracle Exadata による処理の簡易性
Oracle では、クエリのパフォーマンスを引き出すために、訓練された経験豊富な熟練データベース管理
者がデータベースを設計する必要があります。1 つの設計技術として、データの物理的なパーティション
が挙げられます。これにより、関連データを含むことがわかっているパーティションにクエリを制限でき
ます。パーティションは、Oracle の OLTP ルーツを引き継ぐ機能です。第 2 世代ウェアハウスでは、
管理者はいつどのようなクエリや分析が実行されるかを知ることができません。Exadata には、すべて
の使用可能なディスクにわたるパーティションのストライピングを自動化する Oracle Automatic
Storage Management が含まれます。ただし、管理チームは依然として、パーティションの作成、複数
のインスタンスにわたる共有ストレージのディスク・グループの構成および管理、2 ウェイ・ミラーリン
グまたは 3 ウェイ・ミラーリングのいずれかの選択および実装、そして割り当て単位のサイズの構成を
行う必要があります。さらに Exadata の構成では、管理者がテーブル領域、インデックス領域、一時領
域、ログ、および範囲を作成、管理する必要があります。業界アナリストの Curt Monash 氏が指摘する
ように、「良好なパフォーマンスを得るために、複雑なパーティションに極度に依存しないシステムがあ
ればなお良いでしょう。」6
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操作の簡易性�
金融サービス産業の Netezza のユーザは、

Oracle データウェアハウスを管理するために必要なリソースの
消費を分析するために、リーン・アプローチを使用しました。

インデックス、集約、マテリアライズド・ビュー、
およびデータマートの構築および保守を行う中で、

IT チームの作業の 90% 以上が不必要な作業
か、または付加価値のない処理
であることがわかりました。

6 Curt Monash 氏の発言（ www.dbms2.com/2009/09/21/notes-on-the-oracle-database-11g-release-2-white-paper/）



これまでのセクションで前述したように、Exadata は MPP ストレージ層内のデータを処理可能かどう
かは、その処理の条件によって変化します。こうした複雑さのために、以前のバージョンの Oracle で豊
富な経験を有する管理者であっても、一連のトレーニング・クラスの受講するが必要になります。Oracle
では、「DBA がExadata の知識に加えて最新の知識（11gR2）を持つこと」を推奨しています。7 各管
理者が最新の知識を得るには、合計 18 日間にわたる少なくとも 4 つのコースを取得することが必要で
す。Oracle RAC に不慣れな管理者は、その管理の複雑な部分について学習するために、さらに 5 日間
を必要とします。

金融サービス業界から Netezza のお客様はリーン・アプローチ8 を使用して、Oracle データウェアハウ
スを管理するために必要なリソースの消費を分析しました。インデックス、集約、マテリアライズド・
ビュー、およびデータマートの構築および保守を行う中で、IT チームの作業の 90% 以上が不必要であ
るか、または付加価値のない処理であることがわかりました。こうした無駄なコストは、不要なハード
ウェアおよびソフトウェア・ライセンスのコスト、無駄なテラバイト規模のストレージ、開発期間の長期
化、データ読み込みサイクルの増大、データ公開の遅延、長期間変化しないデータ、低速なロードとクエ
リの実行、過度の管理コストにつながります。

Exadata では、Oracle データウェアハウスの管理の簡易化がほとんど行われていません。管理者は、複
数のサーバ層を管理し、各サーバ層でオペレーティング・システム・イメージ、ファームウェア、ファイ
ル・システム、およびソフトウェアを保守する必要があります。Oracle は、DBA が Exadata のデータ
ベース バージョンである 11g 9 を管理する場合、古い 10g と比較して 26% の管理時間の減少を期待
できることを示唆しています。このことが実際に確認され、Exadata により価値のない管理作業にユー
ザが費やす時間が 25% 削減された場合、Oracle は正しい方向に一歩踏み出したことになります。
Netezza のアプライアンスは、ユーザの時間がまったく無駄にならないように設計されています。「DBA
チームは、環境をバックアップし、アプライアンスの高水準のセキュリティ・モデルを管理するだけで済
みます。それ以外の作業は必要ありません（たとえば Netezza を使用する場合、インデックス作成の概
念とはまったく縁がありません）。」10
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7 http://www.oracle.com/global/hu/events/20100126/exadata_migration_budapest_robert_pastijn.pdf

8 製造業を起源とする用語「リーン」とは、リソースの無駄な浪費を分析し、製品またはサービスに対して付加価値をもたらさない削除すべき活動を識別するために、
シックス・シグマ法を使用するツールおよび手法です。

9 http://www.dbms2.com/2009/09/21/notes-on-the-oracle-database-11g-release-2-white-paper/

10 Linked-InのExadata vs Netezzaフォーラム
（http://www.linkedin.com/groupAnswers?viewQuestionAndAnswers=&gid=2602952&discussionID=11385070&sik=1275353329699&trk=ug_
qa_q&goback=.ana_2602952_1275353329699_3_1）から引用されたデータウェアハウス用に Oracle for OLTP および Netezza を使用するユーザ。



ビジネス・ユーザは、クエリが迅速に完了することを要求するだけではなく、一貫性のあるパフォーマン
スを期待しています。昨日 5 秒で完了したレポートが今日 3 分かかったとすると、IT ヘルプデスク・ス
タッフに対応が求められる可能性が高いと思われます。ウェアハウスには必然的に、多様でダイナミック
なワークロードの要求が課せられます。バッチ・ジョブまたは少量の処理によって、OLTP システムから
データがロードされ、バックグラウンドで実行される管理タスクであるバックアップや復元、グルーミン
グ、それに加えダッシュボードは常に更新されます。同時に、多くの演算能力を要するアプリケーション、
たとえばどの保険の請求または取引が不正または変則的であるかを予測するアプリケーションなどで、
ウェアハウス・インフラストラクチャに対して、突然高い負荷が発生します。ビジネスに一貫性のあるパ
フォーマンスを提供するために、ウェアハウスは 2 つの要件を満たす必要があります。まず、一貫した
クエリ・パフォーマンス、そして通常はビジネスで合意された優先順位に基づいてサービスを必要とする
すべてのジョブに使用可能なコンピューティング能力を割り当てる処理を簡易化する効率的なワークロー
ド管理です。

Oracle でワークロードを管理するには、多くが他のパラメータに対して高い依存度を持つ複数のチュー
ニング・パラメータについて管理者が学習する必要があります。グリッド内の各プロセッサで特定のパラ
メータを同じ値に設定する必要がある Exadata では状況はさらに複雑です。管理者はトップダウンの管
理方式ではなく、ボトムアップで作業し、実験的に個別のパラメータ設定を変更してその効果を本番環境
で観察する必要があります。各アプリケーションがデータベースとサーバに課す負荷を開発環境でプロ
ファイルし、パラメータ設定の効果に注意を向け、それを理解し、徐々に調整することができるので、
Oracle のワークロード管理の思想はオンライン・トランザクション処理で成功しています。安定したシ
ステムが実現した後、パラメータ設定を本番環境に適用することができます。

第 2 世代ウェアハウスでは、「通常負荷」は存在しません。外部環境でイベントが発生すると、ビジネ
ス・ユーザは大量のデータセットに対して、高い演算能力を要する分析を実行します。アナリストは、他
の負荷が軽減されるまで待機したりしません。このウェアハウスのダイナミックな性質は、Oracle の
ワークロード管理に対するチューニング・アプローチの脆弱性を明らかにします。さまざまなアプリケー
ションおよびデータ要件を持つ大きなユーザ・コミュニティに対して、ワークロードが上下に変動する中
で、一貫性のあるパフォーマンスを実現および維持するのは複雑なタスクです。非常に訓練された経験豊
富な Oracle 管理者チームであっても、アナリストの活動において、想定外で重要なワークロードの急増
に対して余力を残しつつ、通常のレポートおよびロード・ジョブに一貫性のあるパフォーマンスを提供で
きる安定したウェアハウスを維持するために苦闘しています。
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Oracle RAC は、複雑な技術であり、そのチューニング・パラメータは難解です。以前のバージョンの
データベースに習熟している管理者用であっても、Oracle により推奨されるトレーニングの日数を見る
と、Exadata が複雑であることがわかります。

Netezza TwinFin による処理の簡易性
Netezza ユーザには、弊社のアプライアンスのインストールおよび運用が簡単であることを、進んでご
確認頂いています。彼によると「弊社で Netezza について概念実証を行った方法では、出荷時のまま
データ・センターに適用し、ネットワークに接続しました。」とのことでした。「そして 24 時間以内に、
稼働させることができました。これは誇張ではなく、本当に簡単なものでした。」11 このコメントは、
既に Oracle データベースおよび RAC ソフトウェアを使用する企業である eHarmony, Inc. の技術担当
バイス・プレジデントである Joseph Essas 氏から頂いたものです。

生産性が上がるまでの時間を短縮できることは、良いスタートになります。Netezza の方針は、データ
ウェアハウスのすべての段階に対して簡易性のメリットをもたらすことです。ユーザに課せられる最初の
タスクは、データをロードすることです。TwinFin では、データ分散が自動化されています。実機検証プ
ロジェクトでは、ユーザは自動分散によって Netezza にデータをロードし、クエリを実行して、その結
果を高度にチューニングされた Oracle 環境と比較します。最も単純なクエリの場合を除き、自動分散を
使用するだけで、TwinFin が Oracle のパフォーマンスを上回ります。ユーザは、その後すべてのクエリ
を分析し、さまざまなキーでデータを再分散することによりさらに高速化できます。TwinFin では、この
タスクは簡単です。
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「弊社で Netezza の実機検証を行った時は、出荷状態のまま
データ・センターに搬入・設置し、ネットワークに接続しました。

そして 24 時間以内に、稼働させることができました。

これは誇張ではなく、
本当に簡単なものでした。」

11 http://www.itworld.com/software/61575/eharmony-finds-data-warehouse-match-netezza



TwinFin に投げられたすべてのクエリは、データベース管理者が関与しなくても、常に超並列グリッド内
で自動的に処理されます。発行されたクエリや分析は、ホストから TwinFin に入ってきます。ホストは
オプティマイザ、コンパイラ、およびスケジューラ機能を持ち、クエリ処理を様々な部品・スニペットに
分解し、処理ノードのMPP グリッド（つまり S-Blades）にこれらの手順が分散されます。それぞれ S-
Blade は、自分に対して割り当てられたデータに対して、指定された処理を同時に実行します。
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$ クラスタの相互接続（GES および GCS）の監視/チューニングが不要
$ RAC 固有の知識/チューニングが不要（RAC の経験を持つ DBA は、
汎用製品の経験を持つ DBA よりも少数です）

$ dbspace/tablespace のサイズ調整および設定が不要
$ redo/物理ログのサイズ調整および設定が不要
$ ジャーナル/論理ログのサイズ調整および設定が不要
$ テーブルのページ/ブロックのサイズ調整および設定が不要
$ テーブルの範囲のサイズ調整および設定が不要
$ 一時領域の割り当てと監視が不要
$ 推奨OSカーネルの考慮が不要
$ OS 推奨パッチ・レベルの保守が不要
$ ホスト、ネットワーク、ストレージための JAD セッションが不要
$ クエリ（例 : first_rows）およびオプティマイザ
（例 : optimizer_index_cost_adj）のヒントが不要

$ statspack（統計、キャッシュ・ヒット、待機イベント監視）が不要
$ メモリ・チューニング（SGA、ブロック・バッファなど）が不要
$ インデックスの計画、作成、保守が不要
$ 単純なパーティションの方針 : ハッシュまたはラウンド・ロビン

この簡単なアプローチには以下のような特徴があります。



TwinFin の各 S-Blades にスニペット（自ノードに割り当てられた処理）が到着すると、ディスクから
メモリに、圧縮データの読み取りが開始されます。次に FPGA は、メモリ・バッファからデータを読み
取ります。また、Compress エンジンを使用して、圧縮を解凍し、ディスクの各ブロックを FPGA 内で
4 ～ 8 相当のブロックに直ちに変換します。Netezza では、あらゆるデータウェアハウス内で最も低速
なコンポーネントであるディスクを高速化しています。次に、FPGA 内でデータは、処理中の SQL クエ
リの SELECT 句で指定されたパラメータに基づいて列にフィルタを適用する Project エンジンにスト
リーミングされます。SELECT 句を実行する列のみが、Restrict エンジンへのダウンストリームに送ら
れます。Restrict エンジンでは、WHERE 句内で指定された条件に基づいてクエリの処理に必要でない
行がゲート通過をブロックされます。Visibility エンジンは、ストリーミング速度で ACID（原子性、一
貫性、独立性、および永続性）の準拠性を維持します。このすべての処理、つまり不必要な列および行の
除去は、エネルギー効率の高いわずか 1 平方インチの FPGA 内で、持続的に実行されます。TwinFin
は、データを移動する必要がなければ、移動しません。

FPGA の前処理が完了すると、不要な情報を取り除き小さくなったレコード・セットが S-Blade メモリ
へのストリームに返されます。各 S-Blade のメモリに戻されたレコード・セットに対して、MPP グリッ
ド内の全 CPU が並列に、並べ替え、結合、集約など、より高レベルのデータベース処理を CPU が実行
します。また CPU では、高度な分析処理用にスニペット・コードに埋め込まれている複雑なアルゴリズ
ムが適用される場合があります。CPU は最終的に、全データ・ストリームからすべての中間結果を構築
し、スニペットの結果を生成し、スニペット・コードによる指示に従って、ネットワーク経由で他の S-
Blades またはホストに送信します。JOIN により必要なデータがノード上にない場合、データベースが
Restirct および Project を完了した後、TwinFin の相互ノード・ネットワークによって効率的および簡
単に再配信します。一部の極めて複雑なアルゴリズムでは、回答の計算のためにノード間通信を必要とし
ます。TwinFin は、メッセージ・パッシング・インターフェイスを利用して、中間結果を伝達し、最終結
果を生成します。

また、元の圧縮データ・ブロックが依然としてメモリ内にあるために、TwinFin のテーブル・キャッシュ
により類似データを必要とするクエリを後で自動的に再利用できます。これは、DBA のトレーニングや
関与を必要としない自動的なメカニズムです。
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TwinFin がすべてのタスクを並列に処理するため、そのワークロード管理システムは、すべてのジョブで
使用可能なアプライアンスのコンピューティング・リソース量を管理するために重要な役割を果たしま
す。Netezza のアプライアンス・アーキテクチャでは、1 つのソフトウェア・コンポーネントがすべて
のシステム・リソース（プロセッサ、ディスク、メモリ、ネットワーク）を制御します。この優れた機能
は、TwinFin のワークロード管理システムの基盤となるものです。TwinFin のワークロード管理システ
ムにより、管理者は、ビジネスの優先順位に基づいて、ユーザおよびグループに演算リソースを割り当て、
複数のコミュニティに対して一貫性のある応答時間を簡単に維持できます。

TwinFin では、データベース・チューニングのための無駄な作業が不要になります。Netezza のアプラ
イアンスは自身で知的な判断を下すためにチューニングを必要とせず、システム管理もほとんど不要です。
ダイナミックに変化するワークロードを通じて一貫性のあるパフォーマンスを維持するために必要な管理
タスクはわずかであり、Linux および SQL の経験があれば誰でも簡単に行うことができます。管理者が
行う必要があるのは、TwinFin のリソースをユーザ・コミュニティのグループに割り当てて、ワークロー
ド管理システムに制御を渡すことのみです。技術スタッフは、データベースを常時管理する必要はなくな
り、データを利用した新しい付加価値を創造する方法を追求することができます。Netezza に移行した
お客様は、わずか 3 か月で、過去 3 年間に Oracle で提供したよりも多くの分析アプリケーションを提
供できるようになったと話します。

Netezza に移行したお客様は、
わずか 3 か月で チームは

過去 3 年間に Oracle で提供したよりも多くの分析
アプリケーションを提供できるようになったと話します。
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Exadata による価値
多くの場合、多くの演算処理能力を必要とされるデータウェアハウスを構築するためには、必要なハード
ウェアおよびソフトウェアは、大量のデータを処理するため複雑になり、結果多額の支出が必要となりま
す。第 1 世代のウェアハウスを構築するために OLTP データベースを使用した多くの企業の経験から、
専任技術スタッフをトレーニングおよび採用するコストは、資産コストを上回るだけでなく、毎年繰り返
し発生することが明らかです。こうしたコストは、データウェアハウス・プロジェクトの負担を増大させ、
企業に対する価値を大幅に損なうことになります。Netezza および Oracle の両方の金融サービス・ユー
ザが無駄な作業について分析したように、データウェアハウスのために Oracle を使用することは、多大
な労働力を必要とします。Netezza ユーザは、技術的要求が厳しい物理的な管理タスクがまったく不要
であることを証言しています。この観点から、管理者が Oracle データベースを操作するために基盤とな
る技術の管理および準備に多くの時間を費やす必要がある一方で、Netezza ユーザがその時間をデータ
利用による付加価値を作り出すことに当てていることは、揺るがない事実です。

Exadata の新しいストレージ層は、管理者によるチューニングおよび管理を複雑にするもう 1 つの層を
追加します。Exadata はまったく新しく、この技術を本番環境で使用するデータウェアハウスは数少な
いために、その所有コストを見積もることは時期尚早です。ただし、ユーザは、一貫して Exadata から
高いパフォーマンスを得るために、トレーニング、データベース設計、および管理に大幅なコストが発生
することを想定する必要があります。

Oracle のデータベースに新しいストレージ層を追加することでディスク・スループットのボトルネック
が条件付きで軽減するのに対して、Exadata はこのアーキテクチャを全面的に利用するよりも超並列処
理を利用することに焦点を当てています。Oracle で Exadata のストレージ層にデータ管理が十分に
統合されていないことは、そのMPP グリッド内のハードウェアをうまく活用できていないことを意味し
ます。これにより、Exadata の所有コストが増大します。ユーザは、ソフトウェアが十分に活用してい
ないハードウェアのために費用を支払うことになります。このコストは、ウェアハウスのライフタイムに
わたり存続します。より効率的なコンピュータ・システムを収容することで付加価値が高まるデータ・セ
ンターのフロアに対して、お客様は十分に利用されていない状態で支出することになります。
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価値
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システムの評価 Netezza Oracle
項目 TwinFin 12 Exadata v2 (SAS)

パフォーマンス
および

アーキテクチャ

ハードウェア・
アーキテクチャ

データ・
ストリーム

In Database 
Analytics

スケール

アプライアンス・
システムの管理
および統合

MPP

簡易性

% 真の MPP
% データウェアハウスおよび分析用に
最適化

% ハイブリッド ： 並列ストレージ・ノード
と SMP クラスタ化ヘッド・ノード

% トランザクション処理（OLTP）用に最適化

%パフォーマンスのチューニングへ
の高い依存性
%パーティションとインデックスの設計
および管理に依存するパフォーマンス

%完全処理 S-Blades （1 CPU コア + 1
FPGA コア/1 ディスク・ドライブ）
%主にユーザ/アプリケーション・
インターフェイスのために使用される
SMP ホスト・ノード
%独立したブレード対ブレードデータ
再分布

%分析のために十分に使用される MPP 
プラットフォーム
%ユーザ定義関数、集約、およびテーブル
%言語サポート:C または C++、Java、
Python、R、Fortran
%パラダイム・サポート:SQL、
Matrix、Grid、Hadoop
% 50 を超える主要な分析パッケージの
セット（全並列処理化）
%オープン・ソース: GNU Scientific
Library および CRAN Library のサポート
%統合開発環境:Eclipse および R GUI と
ウィザード

%分析処理は、ヘッド・ノード・クラスタ
のみに制限される

%ユーザ定義関数および集約

%言語サポート:C または C++、Java

%パラダイム・サポート:SQL、Matrix 
（マイナー）

%基本分析機能

% S-Blade に対する FPGA パフォーマンス
支援：解凍、行・列フィルタ、行レベル・
セキュリティ適用
% S-Blades 上で 95 % を超える処理を実行

%線形的なパフォーマンスおよびデータ・
サイズのスケーラビリティ
%全機能装備のエンタープライズ・クラスの
ワークロード管理およびその他の機能

%非線形的なパフォーマンスとデータ・
サイズのスケーリング：ヘッド・ノード・
クラスタでのパフォーマンスおよび
I/O ボトルネック

%チューニング、インデックス作成、
パーティションが不要
%最高のコスト・パフォーマンスを提供する
ために開発された、バランスの取れた
システム

% 主に解凍および行・列フィルタに
使用される Exadata ノード

% 大半の DW および分析処理を
SMP ヘッド・ノードで実行

%インテリジェント・ストレージ
（1 CPU コア/1.5 ディスク・ドライブ）
% Oracle 11g RAC を実行する SMP クラ
スタ・ノード
% InfiniBand、（SMP クラスタと Exadata
ノード間）
%すべてのデータ再分散にヘッド・ノードが
関与



分析データベースとしての Oracle RAC の不十分なパフォーマンスを補足するために、Exadata には多
くのハードウェアが含まれます。マシンの取得コストおよびデータ・センター内での維持コストは高価で
す。Exadata の単一ラックの電力供給および冷却のために、単一の TwinFin ラックと比較して約 60
パーセントの追加電力を消費します。

コストにより価値は低下しますが、基本的な問題は Exadata がユーザによる付加価値を作り上げるのに
役立つかどうかです。第 1 世代のデータウェアハウスは、常に企業へ新しいデータを提供するために
重要な役割を果たしますが、この文書で前述した第 2 世代ウェアハウスの高度な分析、その他の機能を
通じて、データはより大きな可能性を開きます。Oracle RAC と伝統的なストレージの組み合わせでは、
これまでのところ、この役割における成功は証明されていません。Exadata のストレージ層では、複雑
な結合、distinct 集約、および分析機能を処理できません。高速ネットワークにより接続され、同じラッ
クに収容された、それぞれ大きなデータセットを高いパフォーマンスでうまく分析できない 2 つの技術
によって、何が実現できるのか想像は困難です。

Netezza TwinFin による価値
Netezza は、超並列シェアード・ナッシング・グリッド内でデータ管理および分析を高度に統合しまし
た。この技術革新の 1 つの結果がユーザにとっての簡易性です。これにより、Oracle などの OLTP 志向
のデータベース製品よりも、データウェアハウスを所有および運用にかかるコストの大幅な低下に直接つ
ながります。

データウェアハウスに対する要求は、単純な SQL 処理の領域を超えています。データを十分に利用する
ために、ウェアハウスが空間分析、予測モデル、調査グラフ、その他の分析アプリケーションを実行でき
ることが必要です。たとえば、被保険資産の大型ポートフォリオで火災や洪水などの大災害によるリスク
を評価する企業が、災害が発生しやすい地域の被保険資産を識別するために Oracle Spatial および
Oracle 10g を使用してアプリケーションを構築する場合を例として考えてみましょう。400 万サイト
を超える分析を行うには、計算集約的な空間アルゴリズムの空間的な結合および処理が必要です。火災リ
スクを評価する場合は 10,000 個のポリゴンに対して 430 億回の計算が必要であるのに対して、洪水
リスクを評価する場合は 7,000 個のポリゴンに対して 300 億回の計算が必要です。Oracle では、各リ
スク評価を完了するために 1 時間以上かかりました。風の方向と強さは急に変化し、洪水は急に水かさ
を増します。自然災害のダイナミックな変化のために、リスク・プロファイルは 1 時間で大きく変化す
る場合があります。この企業は、ビジネスで必要であると見なされる場合に常に自由に状況を分析できる
優れた機敏性を必要としていました。Oracle 10g または Exadata とは異なり、Netezza は超並列処理
グリッド内で空間結合および空間分析の計算集約的アルゴリズムを実行します。Netezza は、4.4 秒で
森林火災のリスク・アセスメント、1.6 秒で洪水のリスク・アセスメントを完了し、データからすべての
価値を引き出すために必要な企業の機敏性を提供します。
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TwinFin は、SQL および高度分析アプリケーションの両方の超並列処理を行うために新規に設計された
ものです。Netezza により、企業は専用の言語を使用しなくて済みます。パートナーおよびユーザは、既
存のアプリケーションを TwinFin に移行することや、C++、Java、Python、R、Fortran など選択し
た言語で新しい分析アプリケーションを作成することができます。C を使用する企業は、GNU
Scientific ライブラリからフリー・ソフトウェアとして使用可能な 1,000 を超える分析関数を利用でき
ます。12 R を使用する企業は、Comprehensive R Archive Network（CRAN）で一般に公開されて
いる 2,000 を超えるパッケージを使用することもできます。13 さらに Netezza のパートナーおよび
ユーザは、分析用に TwinFin にロードする前に、公開された Web アプリケーションおよび Web ログ
により生成される非常に大きなデータセットを処理するために、極めてスケーラブルな準備メカニズムと
して MapReduce または Hadoop などを使用できます。
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12 www.gnu.org/software/gsl/

13 http://cran.r-project.org/



セクション 2 で、オンライン・トランザクション処理とデータウェアハウスの相違について説明しまし
た。OLTP の最適化、データ・キャッシュ戦略、およびパフォーマンスのチューニングは、データウェア
ハウスにほとんど関連しません。OLTP 用に設計されたデータベースを持つ Exadata により、CIO は、
それぞれが独自の各ハードウェアおよび Oracle データベースを持つ複数の異種トランザクション・シス
テムを単一の管理しやすい環境に統合できます。

この統合により、ソース・システムからウェアハウスにデータを移行するために使用される抽出・加工・
ロード（ETL）段階のコストが削減し、パフォーマンスが向上する可能性が高まります。第 1 世代のウェ
アハウスにソースを追加する際に、ETLを過度に複雑にしてしまうことがあります。多くの Oracle ユー
ザは、PL/SQL やデータベース・システムに独自の形式である他の構文およびインターフェイスとともに
Oracle データベースを使用して独自の ETL アプリケーションを構築しています。初期の第 1 世代ウェ
アハウスでは、通常、相対的に小さいデータ量を変換するので、PL/SQL の行毎の処理で十分に高速でし
たが、第 2 世代のウェアハウスでは、通常、データセットが大量であるため、より高いパフォーマンス
が必要となります。この機能は、Oracle の GoldenGate ソフトウェアおよび専門 ETL ベンダーの他の
製品により提供されます。この文書では言及しませんが、Netezza MigratorTM および Netezza Data
VirtualizerTM もまた、ETL リエンジニアリング・プロジェクトの成功およびクエリのパフォーマンスの
向上に役立ちます。
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複数の Oracle アプリケーションを実行する Exadata は、分析のためにデータを TwinFin に渡します。
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Netezza は、データウェアハウスとして導入された Oracle の主要な代替製品として知られるようにな
りました。Oracle から Netezza にデータウェアハウスおよびデータマートを移行することにより、リス
クもなく、新たな可能性を開くことができます。多くの Netezza ユーザは既にこの方法を選択しており、
その多くがマイグレーションの成功のために強力な実績を持つシステム・インテグレーション・パート
ナーと協業しています。

Exadata は、Oracle の OLTP プラットフォームを強化したものです。Oracle のデータベース管理シ
ステムは、データウェアハウスと比較してデータ量が相対的に小さい OLTP のために設計されています。
OLTP システムのデータベース・アクティビティは、本番環境に配置する前に評価できます。管理者には、
各トランザクションのデータ取得の設計、テスト、および最適化の時間があります。データウェアハウス
は、企業でデータを照会するために必要なすべてのクエリを直ちに処理する必要があります。管理者の
介入を必要とする技術は、この処理には不適当です。トランザクション処理以外の役割でこの技術を使用
した場合、データウェアハウスを管理および運用担当者およびプロセスに対して非常に高い負荷がかかり
ます。

Oracle は、Exadata が Netezza にアーキテクチャの観点から類似していても、TwinFin がすべての
データ・タイプまたは SQL 標準をサポートするとは限らず、データ・マイニングまたは高度な並列処理
をサポートしないため、Exadata の方が優れているとユーザにアドバイスしています。Netezza のユー
ザの反論は、次のとおりです。「これは、我々のロードマップに完全に適合する長期的な製品ロードマッ
プを持つ最初のデータベース製品です。弊社ではこれをオンデマンド・データベースと呼んでいます。」14

と NYSE Euronext の最高データ責任者である Steve Hirsch 氏は主張しています。

「この "Netezza" は、我々のロードマップと完全に適合する長期的な
製品ロードマップを持つ最初のデータベース製品です。
弊社では、これをオンデマンド・データベースと呼んでいます。」

� Steve Hirsch、NYSE Euronext、最高データ責任者

まとめ	

14 www.netezza.com/customers/nyse-euronext-video.aspx



さまざまなワークロード特性を持ついくつかの事例で、ユーザは、同じインフラストラクチャ上で OLTP
とデータウェアハウス・システムの実行を試みていますが、このためには常時チューニングと最適化が要
求されます。さらに技術者が置かれる状況も複雑です。OLTP とデータウェアハウスの両方について低下
したパフォーマンスを受け入れるか、または異なるワークロードに対する要求の競合を解決するために、
常にデータベースを再設定する手間をかける必要があります。企業は、それぞれがワークロードのニーズ
に合わせて特別に構成された異なるプラットフォーム上で OLTP およびウェアハウス・システムを引き
続き実行することになります。Oracle Exadata を OLTP 用途での使用を計画中の企業では、15 データ
ウェアハウス用に Netezza TwinFin を組み合わせることにより、両方の環境の利点を活かすことができ
ます。

実際に重要になる唯一のデータウェアハウスは、企業自身のデータウェアハウスです。自社のデータ・セ
ンター内で自社のデータに対して実行する自社のアプリケーションです。オンサイトの実機検証（POC）
により、IT 部門は、自社データから引き出される価値を高めるために TwinFin を活用する方法について、
事前に詳細な技術調査を行うことができます。この機会を活かすには、他のプロジェクトで行ってい る
しっかりとした管理を POC にも適用する必要があります。Curt Monash 氏は、自身のブログ「Best
practices for analytic DBMS POCs」で賢明なアドバイスを掲載しています。16 プロジェクトを成功
に導くために、独立コンサルタントの参加を求めることも記載されています。TwinFin でデータウェアハ
ウスを検討したいという要望のある企業のために、Netezza では、リスクのないテスト・ドライブ（「体
感・お試しキャンペーン」）を無料でご用意しています。ご登録につきましては、
www.netezza.jp/testdrive を参照してください。

Netezza TwinFin を使用することにより、忘れていた分析の楽しさを
思い出しました。

追加情報
Netezza は、Netezza TwinFin ソリューションがお客様のご希望に沿うことを確信しております。お客
様のデータとクエリを使って Netezza TwinFin ソリューションを無料でご試用頂くことをお勧めしてお
ります。テスト・ドライブ(体感・お試しキャンペーン)のお申し込みは簡単です。
詳細については、www.netezza.co.jp/testdrive/ を参照してください。
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15 少数の負荷の高いデータベース管理タスクを実行するのではなく、多くの Oracle データベースを統合するためのプラットフォームとして、企業において Exadata の
ような技術が果たす役割については、Curt Monash 氏の DBMS2 Blog（www.dbms2.com/2010/01/22/oracle-database-hardware strategy/）を参照して
ください。

16 http://www.dbms2.com/2010/06/14/best-practices-analytic-database-poc/" ¥l "more-2297
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当 eBook は友人や同僚の方々へ自由に共有頂いて構いません。

ご意見をお聞かせください
この eBook についてのご意見、ご感想をお聞かせ下さい。
$ Netezza コミュニティ（ www.enzeecommunity.com/groups/twinfin-talk ）
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Netezza Web サイト：www.netezza.co.jp/
Netezza コミュニティ（英語）：www.enzeecommmunity.com
ご意見やご要望をお待ちしております：http://www.netezza.jp/company/contact_form.aspx

著者について
Phil Francisco、Netezza 製品管理および製品マーケティング担当副社長
Phil Francisco 氏は、技術開発およびグローバル・テクノロジ・マーケティングの分野で、20 年以
上の経験を持ちます。Netezza の製品管理および製品マーケティング担当副社長として、新しいビジ
ネスおよび製品戦略を策定するとともに、製品ポートフォリオ、製品マーケティング・プログラムを
指揮しています。Netezza に入社する前、Francisco 氏は、コア通信ネットワーク・プロバイダ向
け 40 Gb/s 光転送システムの主要開発業者である PhotonEx のマーケティング担当副社長でした。
PhotonEx の前には、Lucent Technologies の光ネットワーク・グループの製品およびマーケティ
ング担当副社長を務め、光ネットワーク・ソリューションの計画および実装のために世界最大規模の
電気通信事業者に協力しました。Francisco 氏は、高度光ネットワーク・アーキテクチャに関する特
許を所持しています。ペンシルバニア大学の電気工学のムーア校で、電気工学の学士およびコン
ピュータ科学の学士の学位を取得しています。スタンフォード大学で電気工学の修士号を取得し、
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Netezza, an IBM Company について
Netezza, an IBM Company は、拡張する企業のビジネス・ユーザによる高度な分析を飛躍的なパフォーマンスと運用の簡易性により支えるデータウェアハウスと分析、モニタリングアプライアンスのグローバルリーダーです。
企業は Netezza のテクノロジーによって膨大なデータを迅速に処理することができ、今日のデータ集約型業界、たとえばデジタルメディア、エネルギー、金融、官公庁、ヘルス＆ライフ・サイエンス、流通、情報通信業界等にお
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Netezza について
Netezza：実績ある DWH / 分析アプライアンスのパイオニア
データウェアハウス・アプライアンスを考案した Netezza は、膨大なデータを所有し、そのデータへ対する分析処理能力、
速度、機能を求めている企業へ革新と簡易性を提供してきました。

現在、データウェアハウス・アプライアンス・リーダーである Netezza は、ストレージ、処理、データベース、および分
析を単一のシステムに結合し、10 ～ 100 倍のパフォーマンスを他のアプローチの 1/3 程度のコストで提供しています。
これによって、弊社は、従来のコストパフォーマンスの常識を度々リセットしてきました。Netezza は、エコノミー・カー
の価格と効率性を持つフェラーリのようです。

Nationwide、Neiman Marcus、Orange UK、Sherwin-Williams Company、Virgin Media など、多数のユーザ、およ
びその世界中のオフィスで、Netezza（NYSE: NZ）は、データウェアハウスおよび分析の増大するコストおよび複雑さを
解消する実績あるソリューションとして使用されています。Ab Initio、Business Objects、Cognos、EMC、IBM、
Informatica、Microsoft、MicroStrategy、SAS など、世界的なパートナーに対する弊社の優れたエコシステム、および
世界全体で拡大するシステム・インテグレータ、代理店、開発パートナーにより、ユーザはどのような既存インフラストラ
クチャでも Netezza を安心してご利用頂けます。

弊社は、世界最初のデータウェアハウス・アプライアンスを導入し、現状の課題に挑戦しました。弊社は、新しい市場分野
を開拓し、業界全体にかかわる検討課題を提示しました。また、ユーザ主導でグローバルな連携、データ統合、現行システ
ムの統合、ビジネス継続性、高度分析、および準拠性を含めて、より大きく複雑なビジネス課題を解決するためのソリュー
ションを開発中です。強力な財政基盤、収益性の高いビジネス・モデル、成長への集中、および非常に熱狂的な「enzee」
コミュニティを持つ Netezza は、データおよび要求の拡大するユーザとともに成長し、常に分析のための強力なパートナー
となることをお約束します。
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